平成25年度 装束ポンプ場改築土木工事に関する施工管理上の所見

主な執筆者　桐田　浩志（現場代理人　兼　監理技術者）

キーワード：

１．はじめに
本工事は、現在稼働中である装束ポンプ場の老朽化に伴い、ポンプ場新築計画があり、新築ポンプ場に地下室が計画されているため、掘削による盤下げを主とした工事である。しかし新設ポンプ場敷地内に汚染土が存在しているため、産業廃棄物として適正処分することが求められた。施工に際しては現場付近を通る臨港道路1号線を近隣工場が材料入荷、製品搬出で頻繁に大型車が通行するため、付帯工施工時には特段の配慮を必要とするものだった。

２．工事概要

２－１．発注者                                  
岩国市役所　下水道課

２－２．工事場所
岩国市　装束町　５丁目　地内                                                    [image: ]国道2号線
工事場所
臨港道路1号線

２－３．工期
自　平成25年10月 7日、至　平成26年3月28日

２－４．工事内容
· 用途
新設ポンプ場
· 主要工種
一次掘削工（産廃・汚染土壌撤去処分）…876m3
排水処理工…3ヶ月（使用期間）
鋼矢板圧入工Ⅳ型（硬質岩盤クリア工法採用）…圧入長　12ｍ　8枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧入長　15ｍ　43枚
仕切鋼矢板引抜工Ⅲ型…38枚
舗装撤去・復旧工…42m2
　　　　既設擁壁撤去工…9m3（石積）
　　　　　　　　　　　　7m3（裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ、張ｺﾝｸﾘｰﾄ）
　　　　間詰コンクリート工…8m3
　　　　事業損失防止費…環境モニタリング　　常時監視…掘削期間中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ試験…掘削前、掘削中　計2回
　　　　　　　　　　　　水質試験（1回/1月）　試験回数3回

３．問題点・留意点の抽出と検討
受注後の会議・測量・設計照査等により下記の問題点・留意点を抽出・検討した。
· 防衛省の補助金を使用している工事であり、工期延期は不可である。
· 臨港道路1号線利用者の要望は片側交互通行を可能な限り短期間でと望まれた。当初、臨港道路1号線沿いにて施工する工種は全て片側交互通行と計画していたが、舗装工以外は想定外の事態が起こらない限り、全面通行で施工することになった。
· 工事場所は汚染された土壌が存在するため、土壌汚染対策法を理解し、施工を進める必要があった。現場入場する職員、作業員その他全ての人にダイオキシン対応の防塵マスク、ゴム手袋、保護眼鏡、肌を露出しない衣類を着用するよう義務付けた。
· 上記工程管理に関連するが、年末から年度末にかけての工事であり、一般的に協力業者の繁忙期である。短期間での工事完成する工種については、施工班がスムーズに工事進捗できるよう事前打ち合わせは頻繁に行い、協力業者入場日に合わせた入念な準備を必要とした。

· 前年度施工された臨港道路1号線養生盛土を撤去した際、石積に張コンクリートが施工されていることを確認した。この石積施工は数十年前の施工であり、石積のみでは臨港道路1号線にかかる車両重量に耐えられないため、施工されたと考えられた。官民境界の制限により、鋼矢板打設位置変更は不可能と判断し、押え盛土を施工することによって崩落を防止することとした。従って石積及び張コンクリートは設計変更の対象として撤去処分を協議・決定した。
[image: ]張コンクリート


４．施工中の留意点・工夫・反省点

４－１．品質管理
本工事における品質管理は、
· アスファルト合材の温度
· 間詰コンクリート現場品質管理
に特に重点を置いて行った。
1) 合材温度
通常の施工管理基準では午前午後２回ずつ計４回とされているが、施工面積が少なく、合材運搬車両が2台であったため、2台ともに合材温度を測定した。搬入してから積み下ろしするまで可能な限り速やかに施工したが、念のため搬入時合材温度、敷均時の合材温度を測定し、施工可能範囲内であることを確認した。
[image: ]　[image: ]

2) 間詰めコンクリート現場品質管理
[bookmark: _GoBack]コンクリートの設計数量は少ないが通常の現場品質試験、コンクリート単位水量試験を行った。脱枠強度と埋戻可能となる強度が同じであったため、脱枠強度を1ランク上げ5N/mm2と設定し、標準養生で作成した供試体にて圧縮強度試験結果を実施・確認後、脱枠を行った。打設時の気温が２℃であったため、寒中コンクリートの養生方法を適用し、凍結防止した。

４－２．工程管理
４－４．で記載するが、設計に硬質岩盤クリア工法が選定されており、臨港道路1号線を平行にした法線で鋼矢板を打設するため、臨港道路1号線への影響が懸念され、工程の遅延が予想された。計画段階では工程に影響を及ぼす可能性の高い、鋼矢板打設を早期施工（12月中）できるように考えていたが、協力業者の繁忙期であったため、硬質岩盤クリア工法施工可能業者が入場できる日は1月半ばとなり、工程調整が必要となった。
鋼矢板打設作業に伴う臨港道路1号線下の盛土の崩落に備えるため、事前に大型土のうを土工に作成させ、鋼矢板打設作業中は土工を現場待機させた。若干の崩落が認められた際は、土工で地山を安定させる作業を行い、鋼矢板打設作業進捗を止めないように配慮した。
結果的に大きなトラブルもなく、10日間で鋼矢板打設作業完了させることが出来た。
全体工事の完成は3月25日で、完工予定日（3月22日）より遅れたが、これは追加工事（別途契約工事）施工のためであり、実質は3月15日に完成したであろうと思われる。対外的なことも含め、工程調整に留意したことが、発注者からは相応の評価を得られた。




４－３．安全管理

本工事では狭い工事範囲内でバックホウ2台による作業が中心となるため、重機災害の防止を重視した。
バックホウは0.7m3級と0.2m3級の2種類を使用した。0.7m3級バックホウは掘削厚さが厚い箇所で使用し、掘削土は地山に含まれている水分を乾燥させるため、大型土のう作成場所付近に山積とした。水分を乾燥させた掘削土にて大型土のうの作成作業及び掘削底面の仕上げに0.25m3バックホウを使用した。それぞれのバックホウの移動範囲及び旋回方向を制限することによって作業をサイクル化し、スムーズに作業が流れた。このルールを守ることによって作業員が作業半径内に立ち入ることは無かった。
ただしこういった作業はサイクル化しやすいが、サイクル化することによって慣れが生じるため、ルール遵守について意識付けしてもらうのに工夫が必要であった。

４－４．環境対策

本工事における環境対策は、近隣業者を考慮して騒音、振動防止と、濁水を強制沈殿させ遊水池に放流するため、濁水流出対策を重視した。
1) 騒音・振動防止
通常、鋼矢板圧入工は振動・騒音の少ない工法とされているが、硬質岩盤クリア工法が設計に盛り込まれていたため、事前の工事評価にて騒音・振動を発生させる可能性がある工種と判断した。
施工後の所感であるが、設計にて選定されていた硬質岩盤クリア工法は騒音・振動対策に優れた工法であった。しかし部分的に存在した硬質岩盤部を掘削する際には、一時的ではあるが、若干の振動・騒音を発した。
設計は鋼矢板Ⅲｗ型が選定されていたが、硬質岩盤工法機械を有する施工業者が少なく、施工業者選定範囲を広げるため鋼矢板Ⅳ型にて施工承諾を得て対応した。
結果、振動・騒音を発する時間が少なかったため、苦情等は無かった。

2) 濁水等流出対策
４－６．に記載のとおり、油処理剤を準備した。実際に使用する状況は発生しなかったことや排水処理設備N-H除去剤を配備するよう設計されていたため、評価対象とならなかったが、N-H除去剤は油圧ホース破損等により一時的に発生する油分には対応できないため、今後も同様の配慮は行う。

４－５．原価管理
本工事では特筆すべき原価管理上の工夫はなかった。


４－６．工事特性・創意工夫・社会性等
1) 工事特性
本工事は施工数量・施工条件等から特殊な工事には該当しないため、加点評価は得られなかった。
2) 創意工夫
本工事にて施主に提案した創意工夫は下記の通りである。
· 大型土のう仮置場での排水設備
· 油処理剤の準備
· 土工施工における地山状態異常時に備えた大型土のう事前施工

完成検査では、排水処理設備の日常管理及び異常時における対策手順、モニタリングから得られるデータの使用手順（現場への反映）について、検査官から質問され、資料を基に説明を行った結果、加点評価の対象となった。この資料は竣工検査書類にて提出したが、今後は施工計画書に記載し、明示する。
3) 社会性
本工事では地元企業及び地元への周知広報、現場清掃等を実施したが評価対象とならなかった。

５．総括

今回の工事は、土壌汚染対策防止法の内容を把握する必要があり、環境面について特に注視し施工を行いました。こういった特別な条件を含む工事実績を積む機会は多くないので貴重な経験になりました。施工内容はサイクル化しやすい単純なものでしたが、健康管理の為に決めた内容を協力業者に継続して守ってもらうことの難しさを痛感した工事でした。呼吸用保護具を常に着用しての作業については、今後同種工事での大きな課題であるといえます。


（桐田　浩志）







添付資料：工事成績評点
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